
報道各位 

 
 
 
 

 
 

新潟市男⼥共同参画推進センター「アルザにいがた」では、性別に関わりなく⾃分の個性や能⼒を発揮
できる社会を目指して様々な講座を開催しております。 

このたび、メディアリテラシーについて考える講座として「知っておきたい『⾃分の⾔葉で話す』⼤切
さ〜ジェンダー×メディアリテラシー〜」を開催いたします。普段目にするメディアからどのような影響
を受けているかを、ジェンダーの視点から学びます。 

また、「⾃分らしく話す、⾃分の⾔葉で話す」ワークを通し、誰もが発信できる今だからこそ⼤切にし
たい、⾃分の⾔葉について考える講座です。 

つきましては、広く市⺠の皆さまに周知するため、事前の広報活動にご協⼒くださいますようお願い
いたします。 
 
１ 日 時 令和 5 年 10 月 21 日（土）午後 1 時 30 分〜3 時 30 分 
２ 会  場 万代市⺠会館 403・404 ⼤研修室（新潟市中央区東万代町 9-1） 
３ 講 師  谷岡 理⾹さん（メディア総合研究所 所⻑） 
４ 対  象  どなたでも 
５ 定  員  35 人 ※応募多数の場合、抽選 
６ 保  育  8 人（生後 6 か月以上の未就学児）※要申込。応募多数の場合、抽選 
７ 申込方法  10 月 4 日（水）までに 

「アルザにいがた」ホームページまたは電話（025-246-7713）で応募  
 
 
※詳しくは添付のチラシをご覧ください。 

【担当・問い合わせ先】 
新潟市男⼥共同参画推進センター「アルザにいがた」 

           担当 ⼤塚・竹田 
電話 025-246-7713 FAX 025-246-8080 
E-mail alza@city.niigata.lg.jp 

「知っておきたい『⾃分の⾔葉で話す』⼤切さ 
〜ジェンダー×メディアリテラシー〜」 

参加者を募集します︕ 
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知っておきたい

テレビなど様々なメディアから私たちは影響を受けています。
ジェンダーの視点からメディアを読み解くと、見えてくるものとは…？！
「自分らしく話す、自分の言葉で話す」をテーマにグループワークをします。
SNSなどで気軽に発信できる今、メディアと自分のコトバについて一緒に考えませんか？

ジェンダー
×

メディアリテラシー

＼誰もが発信できる今／

10.21
13:30-15:30

(土)

「⾃分の⾔葉で話す」⼤切さ

025-246-7713

①新潟市オンライン申請システム（e-NIIGATA）→
②電話（受付時間：8:30～17:30　月曜～金曜）　

【主催】新潟市男女共同参画推進センター「アルザにいがた」
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万代市民会館　4階
新潟市中央区東万代町9-1　※駐車場はありません。

35⼈

（生後6か月以上の未就学児）要申込8人
（応募多数の場合、抽選）

（応募多数の場合、抽選） どなたでも

無料

谷岡　理香さん
メディア総合研究所　所長

10月4日（水）締切

※メディアリテラシーとは？
メディアの情報を主体的に読み解く能力、メデ
ィアにアクセスし、活用する能力、メディアを
通じコミュニケーションする能力の３つを構成
要素とする複合的な能力のこと



谷 岡  理 香 さ ん講師
メディア総合研究所　所長
元東海大学文化社会学部広報メディア学科教授（女性学修士）
テレビ高知アナウンサー、東京でのフリーアナウンサーを経て
大学教員となる。
メディアにおける女性の参画と発信、ジェンダーの視点に立っ
たメディア・リテラシー教育に力を入れている。
こども家庭庁こども家庭審議会児童福祉文化分科会映像・メデ
ィア等委員会委員長

お申込み⽅法 

二次元コードを読み取ると
「新潟市オンライン申請システム
e-NIIGATA」につながります

新潟市役所HPから

アルザにいがた を検索

〈新着情報〉の講座情報へ

025-246-7713
受付時間：8:30～17:30
月曜～金曜（祝休日は除く）　

10月4日（水）締切


